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バックアップ電源BOX 
HAOT103□K、GAOR103K用オプション 
屋外用 マスト取付形（取付バンド付属） 
バッテリー（鉛蓄電池）/単３乾電池（※1） 
 

PSB12301 
 
 
 
 

 

 
※1バッテリーおよび単３乾電池は別売です。 

 
 製品概要 
 
この製品は、地上デジタル放送を同時再送信するギャップフィラー（弱電界地域用小規模無線中継設備）システ
ムにおいて、災害停電時対応機能を備えた地上デジタル放送用ヘッドアンプ（光出力）、送信機（光入力）にバ
ックアップ電源を接続するための電源BOXです。別売の推奨バッテリーを装着することで1チャンネルのみ約
72時間のバックアップが可能となります。また、アルカリ単３乾電池（８本）でもバックアップが可能です。 
 

 
 

 製品の特長 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●推奨の鉛蓄電池で約72時間のバックアップ
可能 
市販の推奨バッテリー（※2）（12V×２台）を取り付
けると、停電時には自動的にバックアップ電源に切り
換わり、１チャンネルのみ約72時間バックアップが
できます。 
（※2）推奨バッテリーについては3ページをご覧ください。 

 
●緊急時アルカリ単３乾電池８本でバックアッ
プが可能 
緊急時に市販の電池で、１チャンネルのみをバックア
ップできます。 

●安心の保護等級
JIS IPX4(JIS 保護等級 4)をクリアーし、降雨
時も安心です。 

 
●取付バンドで、電柱に取付可能 

電柱に強固に設置できます。 
 
●カギによる施錠が可能 

付属のカギで、施錠できますので、電柱などの低
位置に設置をしても安心です。 
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 安全上のご注意 

 

△ 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 
図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）が描かれています。 

          記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容 
（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

● 記号は禁止の行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示 
内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 

 

 警告 この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 
●表示電源電圧以外の電源で使用しないでください。火災や感電の原因となります。 
 
 
● 設置やお手入れ、点検する際は、高所などでは足場と安全を確保し、作業時は手袋をするなど安全対策をして 
行なってください。落ちたり、倒れたりして、けがの原因となります。 
 
●風の強い日、雨、雪、霧、雷などの天候の悪い時や暗い所では、危険ですから設置工事やお手入れ、点検をし 
ないでください。落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。 
 
●この製品に接続するケーブルには電流が流れることがあります。接続の途中には通電形機器以外は絶対に挿入 
しないでください。通電形機器を挿入する場合は、通電端子をよく確かめてお使いください。 
もし非通電形機器を挿入すると、回路やケーブルがショートして、感電や故障、火災の原因となります。 
 
● この製品とケーブルの接続で、心線と外部導体がショートしないようにしてください。 
ケーブルに電流が流れていると、火災や感電の原因となります。 
  
● この製品に水が入ったり、ぬれたりしないようにご注意ください。雨天での設置工事や点検・調整でフタを開 
けないでください。火災や感電の原因となります 
 

●この製品を設置・点検・調整した後は、コード類やその他の異物を挟み込まないように正しく蓋を閉めてくだ 
さい。異物を挟み込んだまま蓋を締め付けたり、蓋の締付状態が悪いと、水が入って火災や感電の原因となり 
ます。 
 
●万一内部に水や水滴が入った場合は、まずこの製品に供給している電源を切り、水分をよく拭き取ってから、 
電源を供給してください。そのまま使用すると、故障や火災、感電の原因となります。 
 

●この製品を分解したりしないでください。また、お客様による修理や改造はしないでください。感電やけがの 
原因となりますし、性能維持ができなくなり、故障の原因となります。 
 
●万一、煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態のまま使用すると、火災や感電の原因となります。 
すぐにこの製品の電源を切り、煙がでなくなるのを確認して施設管理者に連絡し、施工業者に修理をご依頼く 
ださい。 
 

●雷が鳴り出したら、この製品には触れないでください。感電の原因となります。 
 
 

 注意 
この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が障害を負う可能性が想定され 
る内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 

 
● 濡れた手で機器の設置・調整等を行わないでください。感電の原因となることがあります。 
 
 

●  この製品に接続するケーブル類を傷つけたり、無理に曲げたり、ねじったりしないでください。 
故障や破損の原因となることがあります。 

 
●この製品を処分するときは、乾電池・バッテリー、乾電池以外は産業廃棄物として処理してください。 
使用済みの乾電池はプラス極（＋）、マイナス極（－）にセロハンテープ等を貼り絶縁処理してから、地方自 
治体のルールに従って処理してください。 

 
●使用済みのバッテリーはリサイクルします。バッテリーの端子にセロハンテープを貼るなどの処理をしてご 
購入店にご返却くださいますよう、リサイクルにご協力をお願いいたします。 
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 乾電池、バッテリー取扱上のご注意

 
乾電池、バッテリーは、次のことをご注意の上使用してください。 
【乾電池】 
(1) 同じ種類・銘柄（メーカー）の新しい電池をご使用ください。異なった種類、新旧の電池を混ぜて使うと、発熱、液も

れ、破裂により、けがや周囲汚損の原因となることがあります。 
（2）乾電池は、+（プラス極）、－（マイナス極）の表示通りの向きに入れてください。極性を間違えると破裂、液漏れによ

り、火災・けがの原因となることがあります。 
（3）ラベルやチューブをはがしたり、キズをつけたり、ショートさせたり、分解・改造しないでください。発熱、破裂、発

火、液漏れにより火災・けがの原因となることがあります。 
（4）加熱したり、火中に投入しないでください。液漏れ、破裂、発火により、けがや周囲汚損の原因となることがあります。 
（5）雨水や海水などの液体で濡らさないでください。端子が腐食したりして十分に性能を引き出せなくなります。 
（6）電池の中の液が皮膚や衣服に付いたときは、水道水やきれいな水で洗い流してください。万一、目に入った場合は、失

明のおそれがありますのですぐに多量のきれいな水で洗い流して、医師の診察を受けてください。 
 
【バッテリー】 
（1）弊社推奨のバッテリーをご使用ください。 
（2）誤った取り扱いをすると危害や損害が発生する恐れがありますので、ご使用の前に必ずバッテリーに付属の取扱説明書

をお読みください。 
（3）バッテリーの＋端子と－端子間を針金などの金属類で接続しないでください。また、スパナなど金属工具は、ビニルテ

ープなどで絶縁処理したものを使用してください。ショートして、バッテリーの破損や、火災、火傷の原因となります。 
（4）バッテリーの極性（＋－）を間違えないように設置や接続をしてください。極性を逆に接続すると、火災や故障の原因

となります。 
（5）分解・改造・破壊しないでください。発熱、破裂、発火、液漏れにより火災・けがの原因となることがあります。 
（6）交換する場合は、弊社指定の新しいバッテリーをご使用ください。発熱、液もれ、破裂により、けがや周囲汚損の原因

となることがあります。 
（7）清掃には、シンナー、ガソリン、ベンジンなどの有機溶剤や洗剤を使用しないでください。電槽割れやクラックをおこ

し、液漏れの原因となることがあります。 
（8）バッテリーの中の液が皮膚や衣服に付いたときは、水道水やきれいな水で洗い流してください。万一、目に入った場合

は、失明のおそれがありますのですぐに多量のきれいな水で洗い流して、医師の診察を受けてください。 
  

 使用上のご注意 
 
（1）乾電池は停電時、バックアップ動作が必要になったときに入れてください。（※使用後は取りはずしてください。） 
（2）この装置の設置、取り外し時は、必ず運転を停止してください。また、作業前には時計など金属物をはずしてください｡ 
（3）この装置は屋外防沫形ですので、日常の点検、手入れは必要ありませんが、年に 2回以上の定期点検を実施してくださ

い。バッテリーは、交換時期前にすべて新品に交換してください。 
 

 付属品 
 

名  称 数量 名  称 数量
電源ケーブル（10m、締付キャップ付） 1 マスト取付バンド

(6角ボルト×2､挿入ピン×1､Oリング×1含） 2組 カギ 2
バッテリーケーブル 4 クランプ止めネジM3×8mm

（スプリングワッシャー､平ワッシャー付） 2組 
ケーブルクランプ 2

 
  

 各部の名称 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

L 形金具

 〔推奨バッテリー〕 
メーカー名 品 番 

株式会社GSユアサ PWL12V15 

古河電池株式会社 FLH12150 

[鉛の搭載可能寸法] 
長さ：182mm以下、幅：152mm以下 
箱高さ：169mm以下、総高さ：169mm以下 

 

 

 

①「PUSH」を押しハンドル
の下部を引き上げます。 

②ハンドルを持って反時計方
向へ 90°回転させ、手前
に引くと扉が開きます。 

電池ケース 
（単3乾電池8本使用） 

バッテリー押え金具バッテリー 
（推奨品）

  

本体接続端子 

電源スイッチ

バッテリー接続端子
 赤：＋極 
 黒：－極 

バッテリー押え金具
固定ボルト（4本）

  

電源確認ランプ（Ｐ.Ｌ）

給電方法切換スイッチ

電源ケーブル 
（付属品） 

ケーブル挿入口 

ケーブルクランプ 
取付用穴 
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 取付方法 
 
＜取付バンドとBOX本体の取付方法＞ 
 
①マストに取付バンドを巻き、マスト受け金具の内のフックに 
バンド引掛穴を引掛けます。 

 
 
 
 
②抜き差しピンをピン穴に差し込みます。 
 
（注）ピンがバンドを支えられるようにしてください。 
 
③締付ボルトを締めて取付バンドを固定します。 
締付トルク：40N・m 

 
④下側のマスト受け金具は、後で位置合せができる程度にゆる 
く仮止めしてください。 

 
 
⑤上側のフランジ六角ボルトの隙間を設けて取り付けてくださ 
い。 

 
 
⑥マスト受け金具のフランジ六角ボルトに、BOX背面の L形 
金具のダルマ穴をはめ込みます。 

 
⑦フランジ六角ボルトを締め付け、固定します。 
締付トルク：10N・m 

 
⑧BOX背面下側の L形金具のダルマ穴に、取付バンドの位置 
を合せてフランジ六角ボルトを取り付けた後、取付バンドを 
しっかりと締め付け固定します。 

 
＜バッテリーの取付方法＞ 
 
①バッテリー押え金具固定ボルト4本をゆるめ、バッテリー押 
え金具をはずします。 

 
②推奨バッテリー2台を、バッテリー押え金具と固定ボルト4本 
でしっかりと固定します。 
締付トルク：1.8N・m 

 
〔バックアップ動作時間〕 

メーカー名 品 番 バックアップ動作時間
株式会社GSユアサ PWL12V15 約72時間 
古河電池株式会社 FLH12150 約72時間 

 
 
＜乾電池－単三形＞ 
・極性（＋、－）表示の通り、－極側から電池を入れてください。 
 
・充電式ニッケル水素電池は、電圧容量不足で使用できません。 
 

〔電池の種類とバックアップ動作時間〕 
電池種類 バックアップ動作時間 

アルカリ単3乾電池8本 約 3時間 
   (※GAOR103K、HAOT103□Kに使用時) 

マスト受け金具

フランジ六角ボルト

約4mmの隙間
取付バンド

マスト

③

④

⑤

締付ボルト
必ずボルト
頭側を締める（　　　　　　 ）

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
取
付
間
隔

に
お
お
よ
そ
合
わ
せ
る

フランジ六角ボルト

ダルマ穴
細穴部

L形金具（ケース背面に取付済）

マスト⑥

⑥

⑦

⑧

⑧

⑧

バッテリー押え金具
固定ボルト（4本）

  
バッテリー押え金具

 

バッテリー
（推奨品）

マスト受け金具
バンド引掛穴

取付バンド

フック
抜き差し（注）
ピン

取付バンド

マスト 抜き差しピン
Oリング

ピン穴
バンド支持ボルト

の
マークに注意

①

②

②

（＋） 

（－） （＋） 

（－） 

・推奨バッテリーの規格は6ページ
をご覧ください。 

・推奨品以外のバッテリーを使用す
る場合は、推奨品の規格を参考に
類似品を搭載してください。
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 ケーブルの接続と鉛バッテリー充電方法および電源の供給方法
 
＜電源ケーブルの接続＞ 
①電源ケーブルに付いている締付キャップから締付けナットを取 
りはずします。 

②本体底面のケーブル挿入口から電源ケーブルを引き込み、締付 
ナットで固定します。 

③電源ケーブルの先端コネクターのつめを押しながら本体接続端 
子に接続します。 

④電源ケーブルのもう一方の先端をヘッドアンプ(HAOT103□K） 
または送信機(GAOR103K)に接続します。 

⑤ケーブルクランプ取付用穴にケーブルクランプを取り付け、ケー 
ブルを固定します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜バッテリーケーブルの接続＞ 
①極性（＋、－）表示の通り、バッテリー間を接続します。 
②バッテリーとBOX内基板上のバッテリー接続端子を極性 
（＋、－）表示の通り接続します。 

【ご注意】 
＋極と－極を誤って接続すると、故障や火災の原因となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜鉛バッテリーの充電方法＞ 
鉛バッテリー接続後「SW1」を「バッテリー」側に切り換えて 
SW2を「ON」にしてください。 
 
 

 電源の供給方法 
 
＜電源の供給＞ 
①給電切換スイッチ(SW1)で、給電方法を「鉛バッテリー」、「電池」 
から選択します。 

・ 緊急時、外部電源を準備する間等、単3乾電池（8本）で動作させる場合は、乾電池を入れた後に「電池給電」側に切り換
えてください。 

②全ての接続が完了していることを確認後、電源スイッチを「ON」にします。 
③電源確認ランプ（Ｐ.Ｌ）が点灯していることを確認してください。 
＜電源の供給終了後＞ 

①鉛バッテリーを接続している場合はSW1を「鉛バッテリー」に、SW2が「ON」になっていることを確認してください。 

②電池より給電している場合は、SW1を「鉛バッテリー」に切り換えて、電池をはずします。 

③フタを閉め施錠します。 

ケーブルクランプ取付用穴
本体接続端子

電源ケーブル
④ 

ヘッドアンプ（HAOT103□K）
送信機（GAOR103K）へ 

 

 

電源ケーブル ケーブルクランプ 

ケーブルクランプ 

取付用穴 

クランプ止めネジ 

ケーブル挿入口締付ナット 

締付キャップ 

電源ケーブル 

① ② ③

⑤

 

ON 

OFF
※定格電流 2A、充電電流が 1A(Typ)未満の充電器と接

続してください。 

給電方法切換スイッチ
（SW1） 

鉛バッテリー

電池

バッテリー
ケーブル

バッテリー

電源確認ランプ（Ｐ.Ｌ）バッテリー接続端子 

〔給電スイッチの操作〕 

つめ

本体接続端子へ

 

バッテリー

－ 
（黒） 

＋ 
（赤） 

バッテリー
ケーブル

バッテリー接続端子 

（－） （＋） 

電源スイッチ
（SW2）※ 
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 規格特性 

 

項      目 単位 規   格   値 備     考 

使 用 温 度 範 囲 ℃ －20～+50  

バックアップ時間 h 72以上 ※1、※2 

外 形 寸 法 mm 400（H)×400（W)×245（D) 突起物含まず 

質 量 kg 16以下(本体)、3.3 以下(マスト取付バンド)  
 
※1 推奨の鉛電池使用時(満充電時) 
※2 5W機器のバックアップ用 
   [推奨鉛電池] 

株式会社GSユアサ：PWL12V15 
古河電池株式会社：FLH12150 

※本体給電電圧は、挿入する電池・接続するバッテリーに依存 
規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 
 
〔推奨バッテリー〕 

項      目 単位 規   格   値 

メ ー カ ー 名  株式会社GSユアサ 古河電池株式会社 

品 番  PWL12V15 FLH12150 

型 式  小形制御弁式鉛蓄電池 小形制御弁式鉛蓄電池 

タ イ プ  超長寿命タイプ 超長寿命タイプ 

公 称 電 圧 V 12 12 

容 量 Ah 15（20時間率） 15（20時間率） 

外 形 寸 法 mm 
総高さ：167
箱高さ：167 
 長さ ：181 
 幅  ：76 

総高さ：169 
箱高さ：167 
 長さ ：181 
 幅  ：76 

（※推奨バッテリー以外の製品を使用する場合は、上記企画を参考に類似品を搭載してください。） 
＜注意＞ この製品を廃棄する場合は、専門の廃棄物処理業者に依頼してください。 

産業廃棄物の収集・運搬および処分は、認可を受けていない者が行うと「廃棄物の処理ならびに清掃に関する法律」
により罰せられます。（専門の廃棄物処理業者とは「産業廃棄物収集運搬業者」、「産業廃棄物処分業者」をいいます。） 
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